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平成 30年度「ふくしまを知る連続講座」 

実施報告 
 

 当館では県民の皆様の文化振興に寄与するため、「ふくしまを知る連続講座」を実施しています。

ここでは今年度開催したものを簡単に紹介します。 

 

第 1回 「磐梯山の噴火から１３０年～世界の岩なだれの中の磐梯山～」 

講師：佐藤 公 氏（磐梯山噴火記念館館長） 

開催日：平成 30年 4月 22日（日）14：00～15：30 参加人数：60名 

 甚大な被害をもたらした磐梯山の噴火。発生したのは 1888（明治 21）年であり、2018 年は

130 年という節目の年にあたります。磐梯山の噴火がこれほどまでに大きな被害をもたらした理

由の一つに「岩なだれ」があります。 

今回の講座では噴火による岩なだれがもたらす被害についてご講演いただきました。磐梯山の

他にもセントヘレズをはじめとする世界の火山で発生した岩なだれについて解説していただいた

ほか、吾妻山、安達太良山など近隣に存在する火山の噴火史や防災についてもお話していただき

ました。 

※この講座に関連し、平成 30年 9月 7日(金)～10月 3日(水)にかけて、当館展示スペースにて 

 「磐梯山噴火記念館連携展示 世界の岩なだれ展～セントヘレズと磐梯山を中心に～」を開催

いたしました。 

 

 

第 2回 「被災地の文化財 双葉高校史学部の軌跡」 

講師：吉野 高光 氏（双葉町教育委員会） 

開催日：平成 30年 5月 13日（日）14：00～15：30 参加人数：23名 

福島県立双葉高等学校史学部は、昭和 22 年の発足以降、近隣地域の遺跡発掘調査に参加する

など、浜通りの地域史研究に大きく貢献してきました。史学部が行った遺跡の調査が『福島県史』

の遺跡地名表などに反映されたほどです。また、同校史学部は「部誌」の発行も積極的に行って

いました。民話の聞き取り調査や相馬藩城下町調査、空襲被害調査などの成果は『社研』・『双葉

史学』に発表され、貴重な資料となっています。 

双葉高校は原発事故の影響に伴う避難指示地域にあるため、平成 29 年 3 月末をもって休校を

余儀なくされています。優れた活動を行ってきた史学部の歴史や、資料をはじめとする原発被災

地の文化財をどのようにして受け継いでいくべきか、講演していただきました。 

※この講座は平成 30年 5月 3日(木)～6月 6日(水)に当館展示スペースにて開催された 

 「まほろん移動展 被災地の文化財 双葉高校史学部の歩み」の関連事業です。 
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第 3回 「県南の戊辰戦争 ～白河を中心に～」 

講師：内野 豊大 氏（白河市文化財課 専門学芸員） 

開催日：平成 30年 10月 6日（土）14：00～15：30 参加人数：61名 

 東北諸藩と新政府軍との間で、白河やその周辺地域をめぐり繰り広げられた「白河口の戦い」

は、約 100 日間に及ぶ戦いの中で、1000 人以上もの死傷者を出したと言われています。このよ

うな戦いがどのように始まり、そしてどのように終わったのか。当時の庶民が書き記した手記や

日記、手紙等は、混乱する当時の白河の様子を鮮明に浮かび上がらせます。 

戦場となった白河を中心に、両軍側からみた当時の戦いの様子について白河市が作製した映像

を見ながら解説していただきました。 

 

第 4回 「福島の戊辰戦争 ～大藩の狭間で揺れ動く小藩の悲哀～」 

講師：守谷 早苗 氏 

開催日：平成 30年 10月 21日（日）14：00～15：30 参加人数：57名 

 戊辰戦争が始まった当時は、一貫して勤王という立場をとっ

ていた福島藩でしたが、会津藩を始めとする近隣の佐幕派藩の

影響もあり、徐々に戊辰戦争の波にのまれていきます。 

今回の講座では、戊辰戦争が始まった全国的な背景と、福島

藩のほかに天童藩・下手渡藩・新発田藩などの近隣の小藩が、そ

れぞれどのような「義」を掲げて戊辰戦争を戦ったのか、当時の

藩の様子などを詳細な資料とともに講演していただきました。 

 

※上記 2 講座に関連し、平成 30 年 10 月 5 日(金)～10 月 31 日(水)にかけて企画展示「幕末の風 

～戊辰１５０年～」を開催いたしました。 

 

第 5回 「士（さむらい）たちの戊辰戦争」 

講師：山田 英明 氏（(公財)福島県文化振興財団 専門学芸員） 

開催日：平成 30年 11月 25日（日）14：00～15：30 参加人数：94名 

士（さむらい）たちにとって「戊辰戦争」はどのような意味を

持っていたのでしょうか。戊辰戦争を経験した士のその後を追

っていくと、それぞれの士たちの「生きざま」や、大義が見えて

きます。 

 近世から戊辰戦争を経て近代に至るまで士（さむらい）の役

割がどのように変わっていたのか。そして士たちの戦後につい

て史料を読み解きながら、複眼で歴史を見ることの大切さも併

せて解説していただきました。 

※この講座は平成 30年 11月 2日(金)～12月 5日(水)にかけて当館展示スペースにて開催された

「福島県歴史資料館移動展示 『村人たちの戊辰戦争』」の関連事業です。                           

（地域資料チーム 高橋 真希） 


